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ワークシート A.（２枚綴り）・・・・Exp1	
 「細胞培養実験：お絵描き実験」	
 

＊表題：生きている細胞をシャーレに入れたらどうなるか？：お絵描き実験 

＊目的：細胞の基本的性質の確認（形態変化とその自律性について）。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	
 

階層性の主要レベル「細胞」に関わる実験観察を行います（実施課題 A）。つまり「細胞は体の基

本単位であり、体は細胞と細胞間物質からできている、体の全ては細胞から生じる：細胞説」とい

う基本命題があるので、「生きている細胞をシャーレに入れるとどうなるか」ということからその

基本的な性質を確かめたいと思っています。つまり「細胞培養実験」を行ないます。	
 

	
 

お絵描き実験（目的と概要）・・・・・Web サイト「細胞実験：Exp1」	
 

	
 生きている動物細胞（魚類の培養細胞 FHLS）と身近な生体由来の物質（ゼラチンやアルブミン）

を材料に「細胞培養実験」を行ないます。最終的に、培養シャーレの中に微小な細胞で大きな「形」

を形成します。なぜ細胞で簡単に「形」ができるのか、その理由を「細胞や材料の性質や特徴」か

ら考えましょう。更に、生体の組織細胞との類似性から考察しましょう。結果的に「動物体の成り

立ち」に対する基本的な視点を構築しましょう、を目的とします。疑問は大切に！	
 

	
 

演習１：形態形成に関わる基礎実験：「お絵描き実験」のロジック（仮説演繹的な考え方）	
  	
 	
 

１）体は「＿＿＿＿＿」からできてくる（由来）。 	
 	
 

２）体は「＿＿＿＿＿と＿＿＿＿＿＿＿＿」でできている（区分/構成）。	
 

	
  	
 	
 	
 	
 ↓それなら、	
  	
 	
 

３）生きている＿＿＿と＿＿＿＿＿の＿＿＿＿（細胞間物質）があれば「形」ができるはず。	
  	
 	
 

４）それらの性質や役割が解れば「＿＿＿」ができるはず。 	
 	
 

５）＿＿＿＿＿＿としてできるはず。	
 

	
  	
 	
 	
 	
 ↓それなら、	
  	
 	
 

６）＿＿＿＿＿＿：動物培養細胞による形態形成の基礎実験をしてみよう。	
  	
 	
 

７）実験とは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 君は何を知りたい確かめたい？	
 	
 

（よって学習実験に失敗はない：自主的な考察が実験・その経緯結果から原理を理解すること）	
 

	
 

補足：実験や技術は「素材の性質（物性）の理解」に基づき開発される。細胞培養技術とは体内細

胞が生きる生育環境の再現で成り立つ（図１）。よって細胞実験の経緯・経過・結果は体内細胞の

様態を少なからず反映する。細胞実験を通じて体の中身や成り立ちを考えましょう。	
 

（「基質/マトリックス」とは「何かを生み出すところ」という意味・ニュアンス）	
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図１.細胞培養と培養細胞	
 図 2.お絵描き実験の方法（概要）	
 



	
 

個体生物学のロジックシンキング	
 トレーニング：ワークシート	
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＜お絵描き実験の材料＞	
 

□1.培養シャーレ、□1.ゼラチン（Gel）、□2.綿棒、□3.血清アルブミン（Alb）、□4.スポイト、

□5.魚類細胞 FHLS(Cell)、□6.２次培養液（Ca-Med）、□7.固定液（G-Fix）、□8.染色液（CV）、	
 

コメント：実験材料の意味意義を考えてみましょう。	
 

_______________________________________________________________________________________

_____________________________________________________________________________________	
 

______________________________________________________________________________________	
 

______________________________________________________________________________________	
 

宿題１：ゼラチン（コラーゲン）や血清アルブミンって何？	
 体のどこにある？	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

	
 

補足実験：動物細胞の形態とその変化（生細胞の顕微鏡観察）	
 

細胞のライブ観察：経時的に固定染色し細胞を顕微鏡観察：その形の変化を素描しましょう。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 

培養０分の素描（図）	
 培養 10 分の素描(図)	
 培養 20 分の素描(図)	
 培養 40 分の素描(図)	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

□Q1.	
 1 粒 2 粒 3 粒の細胞：どう説明する？・なぜ動く・どう動く？、	
 

□Q2.	
 細胞培養実験の特徴：培養時間とは：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

	
 

参考資料	
 

	
 	
 	
 

図 3.Web実験講義2/9節/Fig.17-	
 図 4.Web実験講義2/9節/Fig.20-	
 図5.Web実験講義2/9節/Fig.24-	
 

＜細胞にも足があり内部には筋骨格系のような運動に関わる装置がある：細胞骨格と細胞運動＞	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 



	
 

個体生物学のロジックシンキング	
 トレーニング：ワークシート	
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ワークシート B.(２枚綴り）	
 ・・・・協議	
 「動物体の基本構造と動物生理の基本」	
 

＊表題：ネコの前にサカナを置いたらどうなるか？：体の中身の描き方 

＊目的：器官系に基づく体構造「２系６要素」という考え方を確認する 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	
 

前節で「細胞実験」を行いましたが、「木を見て森を見ず」とならないためにも、動物体そのもの・

体の中身「器官とその系統（器官系）」について作図作業などを行い「体の中身の考え方：動物

生理の基本」ということを考えてみます（実施課題 B）。	
 

＊＊＊	
 キーワード.	
 構造：要素の配置と繋がり	
 ＊＊＊	
 

	
 

Q1.	
 動物体には「器官系」区分がある。11 区分の名称を下に書いてください。ひらがなでも OK	
 

	
 1.＿＿＿系	
 2.＿＿＿＿系	
 3.＿＿＿＿系	
 4.＿＿＿＿系	
 5.＿＿＿＿系	
 6.＿＿＿＿系	
 	
 

	
 	
 	
 7.＿＿＿＿系	
 8.＿＿＿＿系	
 9.＿＿＿＿系	
 10.＿＿＿＿系	
 11.	
 ＿＿＿＿系	
 

	
 

演習２「環状構造に基づく動物体の描き方」・・Web サイト：描き見て考える A2	
 

（X 軸：個体・器官系、Y 軸：部位/形状/名称/繋がり/区分/役割/仕組み/由来/その他）	
 

１.	
 基本(外皮・原基)：体内には３本のチューブ	
 

	
 

完成図

	
 
体性系：受容(＿＿)、伝達(＿＿)、実施(＿・＿＿)	
 

	
 

臓性系：2.吸収(＿＿・＿＿)、3.運搬(＿＿)、4.排出(＿＿・＿＿)	
 

	
 

疑問は何？：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 



	
 

個体生物学のロジックシンキング	
 トレーニング：ワークシート	
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演習３.「2 系 6 要素-器官系 11 区分とその順列（配列）」・・Web サイト「描き見て考える」B1	
 

（器官系：部位/形状/名称/繋がり/区分/役割/仕組み/由来/その他）	
 

	
 
＜：2 系 6 要素＋α＞	
 

＜答えのない質問＞	
 

	
 左図/丸枠内の名称(器官系)を繋がり

として考えたい。矢印(＊→＊)で表して

みよう。但し１用語に繋がる線分は２本

までとする。ネコの前にサカナを置いた

らどうなるか？も意識しよう。	
 

コメントや疑問は？	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

〔構造とは要素の配置とその繋がり〕	
 

	
 

動物体には「器官系 11 区分とその順列配置」がある。下記に順列を記せ	
 

：1.＿C＿→2.＿＿＿_＿→3.＿＿＿＿＿→4.＿＿＿＿＿→5.＿＿＿＿＿	
 

	
 →6.＿＿＿＿＿→7.＿＿＿＿＿→8.＿＿＿＿＿→9.＿＿＿＿＿→10.＿＿＿＿＿→11.＿＿＿＿	
 

	
 

演習４.動物生理の基本：２系６要素＋α・・・Web サイト「描き見て考える」B1	
 

①	
 

	
 

	
 

	
 

系	
 

背側：＿＿＿＿系/体壁性器官（動物性器官）	
 

→＜＿＿＿＿＞→	
 →＜＿＿＿＿＞→	
 →＜＿＿＿＿＞→	
 

⑦＿＿＿＿系	
 ⑧＿＿＿＿系	
 ⑨＿＿＿＿系	
 ⑩＿＿＿＿系	
 

←＜＿＿＿＿＿＿＞→	
 	
 ⑪	
 ＿＿＿＿＿＿系	
 

②＿＿＿＿系	
 ③＿＿＿＿系	
 ④＿＿＿＿＿系	
 ⑤＿＿＿＿系	
 ⑥＿＿＿＿系	
 

→＜＿＿＿＿＞→	
 →＜＿＿＿＿＞→	
 →＜＿＿＿＿＞→	
 

腹側：＿＿＿＿系/内臓性器官（植物性器官）	
 

	
 

宿題２.	
 器官系の区分やその取り扱い：君はどのような疑問を抱いたか？：メモ書きする。	
 

1.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 2.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

3.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 4.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

5.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 6.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

7.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 8.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

9.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 10.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

11.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿他.	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

	
 

宿題３.「ネコの前にサカナを置いたらどうなるか？」を動物生理の基本から解説してみよう。	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 



	
 

個体生物学のロジックシンキング	
 トレーニング：ワークシート	
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ワークシート C. （２枚綴り）	
 ・・・・Exp2	
 「動物組織のバーチャル顕微鏡観察」	
 

＊表題：体の形は何からできている/無いと有るの境界には何がある？（演習２の発展） 

＊目的：ヘマトキシリン・エオシン（HE）染色の体組織構造の見方：体腔管腔その壁面 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	
 

前節で「環状構造に基づく動物体の描き方：２系６要素-器官系 11 区分」を行いましたが、その実

物「体内構造：組織染色標本像」をバーチャル顕微鏡で観察します（実施課題 C）。更に、それら

に基づき、課題 B で扱った「体の形」とは何なのかについて協議しましょう。	
 

	
 
＜平素な疑問を表現することはとても大切なことです：サイト「マクロ組織」の話し合い＞	
 

	
 

演習５.バーチャル顕微鏡「魚類マクロ組織」の観察・・・Web サイト「組織学自主トレーニング」	
 

	
 上図はニジマス稚魚の組織切片染色像（4μm は薄切/ヘマトキシリン・エオシン染色）です。つ

まり「体の薄切り・２色で染めたらどうなるか？」という問いに対する解答です。そこで質問です。

設問『既に行った演習２「体の中身の描き方：作図」で描いた「線」あるいは「形」とは実

際には何からできていると思いますか？』	
 

	
 当該の Web サイト（上図の組織像）と下記（質問）を参照しながらその答えを見つけてください

（協議しください）。つまり、「描いた線とは何・体の形は何からできている？」を考えましょ

う。「無いと有る」の境界には何がある？ です。 論より証拠・されどロジックも必要です。	
 

	
 

質問 1：画像は頭尾軸の傾斜縦断面（切断面）の画像です。具体的に分かりますか？（下敷き参照）	
 

質問 2：例えば下記の観察部位（候補：分かり易い部位）を当該サイトで観察し協議し答えを見つ

けてください。	
 

	
 	
 	
 皮膚（０）、胃（27）、小腸（26）、大腸（31）、三半規管（４）、ネフロン（１２）、	
 

質問 3：体の中身の見方「体腔管腔その壁面/オモテ側とウラ側」とはどのような意味でしょう？	
 

	
 



	
 

個体生物学のロジックシンキング	
 トレーニング：ワークシート	
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ワークシート C の続き	
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図 6.Web 実験講義 2/7 節/Fig.8-	
 図 7.サイト「描き見て考える」C-1	
 図 8.サイト「描き見て考える」C-1	
 

	
 

	
 

宿題６：体内構造の基本（体腔管腔その壁面：上皮組織と細胞シート）	
 

学習とはプロセス。よって肉体労働は不可欠である：鉛筆をどれだけ長く使ったかが「学習の基本」	
 

	
 	
 

作図実習：サイト「描き見て考える」C-2	
 作図実習：サイト「描き見て考える」C-1	
 

	
 	
 

肝臓の構造：サイト「描き見て考える」K-1	
 肝臓のシート構造：サイト「描き見て考える」K-1	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

	
 



	
 

個体生物学のロジックシンキング	
 トレーニング：ワークシート	
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ワークシート D. （1 枚綴り）	
 ：まとめ（協議）：細胞の基本的な性質と動物体との関連性	
 

これまでの経緯と下記の質問などから、本講義の主な目的「動物細胞の基本的性質と動物体との関

連性」ということを協議したいと思っています。つまり、階層性に基づく体構造（要素の配置と繋

がり）の考え方です。実験とは何かを確かめること・表現してみること・共有命題とすること。	
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図9.実験講義2/９節/Fig.29〜	
 図 10.実験講義 2/9 節/Fig.36	
 図 11.	
 実験講義 2/9 節/Fig.37	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

	
 

① 球状のまま沈下し、
上下に重なる。!
!
② 最下層のみが接
着し扁平状、その上
の細胞は球状。!
!
③全ての細胞が接着
し、扁平状になる。
上下に重層状態と
なる。�
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図 12.実験講義 2/11 節/Fig2-	
 図 13.実験講義 2/11 節/Fig.7	
 図 14.	
 実験講義 2/11 節/Fig10	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
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図 14.	
 実験講義 2/11 節/Fig.15	
 図 14.	
 実験講義 2/11 節/Fig.21	
 図 14.	
 実験講義 2/11 節/Fig.24	
 

	
 

まとめ（図 14）：実験を通じて培養細胞が示した基本的な性質や現象（③と⑤は補足）	
 

①	
 接着・伸展：足場/基質となる物質(コラーゲンなど)を認識し、接着・伸展した。	
 

②	
 移動・配列：伸展細胞は隣接細胞と協調的に移動配列した。	
 

③	
 増殖・接触阻害：隙間があれば分裂増殖し、隣接細胞と接すると増殖を停止する。	
 

④	
 細胞シートの形成：最終的に、切れ目のない集落「単層の細胞シート」を形成した。	
 

⑤	
 機能発現/分化：培養条件を整えると機能的な細胞となる。最終的には細胞死に至る。	
 

要約：細胞の基本的な性質とは「足場依存性と細胞シートの形成」である（細胞の社会性）。	
 



	
 

個体生物学のロジックシンキング	
 トレーニング：ワークシート	
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ワークシート E-1. （１枚綴り）・・・・・	
 E-1. 補足 1「細胞構造の基本：細胞くんの描き方」	
 

・・・Web サイト「描き見て考える」G-1（細胞：部位/形状/名称/繋がり/区分/役割/仕組み/由来/他）	
 

＊＊＊「構造」とは「要素の配置とその繋がり」＊＊＊ 

質問：細胞の内にはどんな要素がある・その配置はどこ・どのように繋がっている？	
 

体の要素は「形と役割」を示す。	
 

	
 

	
 

細胞の基本構造	
 細胞くん 	
 	
 

＊＊	
 多様性と共通性	
 ＊＊	
 

細胞構造の考え方：装置として考える（２系６要素 11 器官系の展開） 

1)	
 膜系構造物：細胞膜、核膜、小器官膜（小胞体膜）など	
 	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

2)	
 核内構造物：染色質、核小体、クロマチン	
 	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

3)	
 細胞接着装置：緻密結合、接着斑（デスモゾーム）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

4)	
 細胞骨格：アクチン繊維、微小管、中間径繊維	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

5)	
 ATP 合成装置：ミトコンドリア	
 	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

6)	
 蛋白合成装置：粗面小胞体、遊離リボゾーム	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

7)	
 脂質合成装置：滑面小胞体	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

8)	
 修飾包装装置：ゴルジ装置	
 	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

9)	
 分解排出装置：ライソゾーム、小胞体	
 	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

10)分裂装置：中心小体、紡錘糸、収縮環/アクチン	
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

	
 

宿題７：	
 

	
 描いた「細胞くん」を一見すると普通の人は違和感を抱く。君たちはどうでしょう。もしそうで

ないならその他の人とは何がどのように違うのだろう。考えてほしい。	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

	
 

補足：体内には 300 種類くらいの細胞がある。腸の吸収上皮細胞、目の視細胞、体側筋の筋細胞（筋

繊維）、結合組織の線維芽細胞、膵臓の内分泌細胞、胃の外分泌細胞、脳の神経細胞など。しかし、

その全ては上記「細胞くん」の変形と考えることも可能かもしれない。体は一粒の細胞からできて

くる・細胞と細胞間物質でできている（由来：細胞説）。サイトは「描き見て考える」の G-3。	
 

＊＊＊なに・なぜ・どうして・どのようにして：それ本当？＊＊＊	
 



	
 

個体生物学のロジックシンキング	
 トレーニング：ワークシート	
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ワークシート E-2.（１枚綴り）	
 補足 2：細胞機能（動物生理の基本２系６要素の展開）	
 

演習６：「細胞生理機能の基本」・・・Web サイト：描き見て考える/H-1	
 

質問：細胞は体の基本単位である（最重要課題）。では細胞そのものは何をしている？と思いますか。 

思いつくまま平易な表現で個条書きにしてみよう	
 

	
 （面白いユニークなことでも OK です）	
 

１）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 	
 

２）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

３）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 	
 

４）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

５）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
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2.細胞生理機能の考え方 （Z 軸.機能の基本）：器官系は特有の役割/働きを示す。例えば、細胞でも

同様であると想定した場合、細胞は	
 「・・・・」をしている、で下記を表記する（演習４を参照）。	
 

 器官系区分 器官系（その役割）に対応させた「細胞の働き」：その場合の細胞の関連キーワード 

1.	
 外皮系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

2.	
 消化系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

3.	
 呼吸系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

4.	
 循環系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

5.	
 泌尿系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

6.	
 生殖系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

7.	
 感覚系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

8.	
 神経系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

9.	
 筋系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

10.骨格系	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

11.内分泌	
 	
 細胞は	
 「	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 」をしている:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
 

	
 

参考資料：細胞機能に関わるキーワード 

＃  仕分けの基準：細胞構造に関わるキーワード 教科書の単元項目  器官系対応区分 

1	
 	
 細胞膜、脂質２重層、流動モザイク、多機能性	
 	
 	
 

2	
 	
 低分子の膜輸送：能動/受動/共同/浸透,	
 チャンネル	
 	
 	
 

3	
 	
 解糖/TCA/電子伝達系・ATP 合成：内呼吸	
 	
 	
 

4	
 	
 物質代謝系（糖/アミノ酸/脂質/核酸）	
 	
 	
 

5	
 	
 修飾/分泌/分解、小胞体輸送	
 	
 	
 

6	
 	
 遺伝子 DNA 複製、分裂増殖、細胞周期	
 	
 	
 

7	
 	
 受容体（レセプター）	
 	
 	
 

8	
 	
 リン酸化酵素、	
 2nd メッセンジャー、	
 	
 	
 

9	
 	
 細胞接着、インテグリン、細胞運動	
 	
 	
 

10	
 	
 細胞骨格（アクチン線維/微小管/中間径線維）	
 	
 	
 

11	
 	
 遺伝子発現（DNA→RAN→蛋白）、	
 	
 	
 

生きているとは外部状況との対応に基づき自律的基本的プロセスとその経験値を大切にすること。	
 

肉体労働と共有命題を大切にすること。終わりです。今日はありがとう。


